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球から分離した(白血球二元論 dualism) 112)。その後、Rescherd & Schilling (1913)は単球
白血病を提唱し、骨髄性白血病とリンパ性白血病とは異なった独立疾患と主張した(白血球
三元論 trialism) 113)。これに対して、Pappenhaim & Ferrata (1911)は種々の血球がすべて
ひと一つの細胞から派生すると言う造血幹細胞説を提唱し(血球発生単元論 unitarism) 104)、
この学説は Maximow (1927)に引き継がれ 99, 114)、今日では血球発生に関しては一元論が広
く容認されるに至っている。しかし、その過程で、これらの血球発生論には、網内系学説の
思想と解釈が組み込まれ、また単球の発生母地に関しても、Reschard & Schilling (1913)
は脾臓での単球起源を主張し 113)、その後、骨髄に加えて、リンパ節、大網乳斑などでの単
球起源が注目され、単球の起源を巡る議論はより複雑化した。この辺の 20 世紀当初の血球
発生論を巡る論争は Pappenheim (1913) 105)、Cunningham ら(1925) 115)、Maximow (1927) 
114)、Bloom (1933) 116)らによって詳述され、Maximow (1927) 114)、Bloom (1933) 116)らは単
球を含めて各種血球のみならず間葉系細胞のすべては未分化間葉細胞(原始細網細胞)に起源
する間葉系・血球発生一元論を提唱した(極一元論 extreme unitarism)。 単球系細胞の前
駆細胞としては Ferrata (1908) 117)、Naegeli (1923) 118)、Sabin ら(1925) 107,108)、Bloom (1938) 




3  細網内皮系統 (網内系) の基本理念 
1)  Aschoff による網内系の概念の形成と提唱の沿岸 
   Ludwig Aschoff (1866~1942) 120～128) はドイツ、フライブルグ大学病理学教室の教授で、
網内系の概念の提唱に止まらず、心臓の刺激伝導系における Aschoff・田原の結節の発見、
胆嚢壁の Rokitansky-Aschoff 洞、心臓リュウマチでの Aschoff 結節や Aschoff 細胞など病
理学の広い分野で彼の名前を冠した用語が現在でも残されており、このことは病理学にお
ける彼の多大な貢献を物語るものである 120～128)。Aschoff は 1890～1891 年にベルリンの
Robert Koch 研究所で細菌学を学び、次いでビュルツブルグ大学の解剖学教室で Köhler、
Stöhr 両教授のもとで組織学を修めた。その後、病理学を専攻し、1889 年ボン大学で Hugo 
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Ribbert 教授の下で学位を取得し、1891 年から 2 年半ストラスブルグ大学病理教室の von 
Recklinghausen 教授に師事し、助手を務めた。1893 年から 1903 年までの 10 年間はゲチ
ンゲン大学病理学教室の Orth 教授の助手として病理学の研究に従事した。その間、1901
～1902 年には、英国のジェンナー研究所や熱帯医学校を訪れ、パリのパスツール研究所で
Metchnikoff のもとで研究を行った。1903 年に Aschoff は Felix Marchand 教授の後任と
してマールブルグ大学病理学教室の教授として迎えられ、1906 年まで足掛け 4 年間在職し







場とし、退官後もドイツ南端のこの都市を離れることはなかった 117, 118,122～124)。Prüll 
(1997)126) は Aschoff について研究のみならず政治活動についても触れているが、Aschoff
の研究での最盛期はフライブルグ大学での 1914 年から 1936 年までの時期で、この時期に
1916 年から勃発した世界第一次大戦に従軍した。Aschoff の晩年にはドイツは世界第二次




 Aschoff は病理学を専攻し、von Recklinghausen と Orth の両教授に師事した。すでに
述べた如く、von Recklinghausen は哺乳動物でマクロファージを最初に観察し、ベルリン
大学病理学教室 Virchow 教授の下で助手を勤め、Orth 教授もまた Virchow の薫陶を受け
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胞系統 98,129～131, 133～136) と Landau & McNee のコレステロール食飼育実験による脾装置
(Milzapparat)あるいは内皮性代謝装置 (endothelialer Stoffwechselapparat) 132) に関す
る研究が基盤を成している。 
 
a) 清野の組織球性細胞系統の提唱   











れが清野と Aschoff との出会いであった。以来彼は Aschoff の下で生体染色の研究を開始
し、1914 年世界第一次大戦の勃発までの 2 年 3 ケ月の間フライブルグ大学病理学教室で研






「生体染色 (die vitale Karminspeicherung)」を Gustav Fischer 社から出版した 131)。清
野は世界第一次大戦勃発直前 1913 年帰国した。 
 帰国後清野のもとには多くの共同研究者が集まり、生体染色の研究に参画し、研究は成
熟個体の臓器、組織ばかりではなく、個体発生、さらに系統発生の分野にまで及び、研究
図 9 清野謙次 (1885～1955)。組織球性細胞系統の
提唱。組織球の細網細胞、細網内皮からの局所組織
起源を主張。生体染色の研究。  





る。清野らの検討はさらに塩基性色素にも及んだ  131, 133~135)。これら色素を用いての広汎
な研究成果を纏めて、清野は 1918 年第 8 回日本病理学会総会で宿題報告を担当し、その
報告では血液学上リンパ性細胞ならびに骨髄性細胞に対して、初めて組織球性細胞説を提
示し 135)、その後 1920 年に著書「生体染色の研究」で、組織球性細胞系統 (histiocytic cell 
system)を提唱した(表 2 参照) 136)。 
清野はウサギにリチオンカルミンを頻回注射し、肝、脾、骨髄、リンパ節、結合織など
にリチオンカルミンを取り込んだ細胞の存在を見出し、これらの細胞を組織球性細胞系統









        表 2  組織球性細胞系統 (清野謙次 1918) 
   組織球 
    網状織内皮 (広義の細網内皮) 
     網状織細胞 (細網細胞) 
     網状織内皮 (狭義の細網内皮) 
                                 
   
皮、細網細胞はリチオンカルミンを取り込み、貯蔵、蓄積する能力 (Speicherung、storage)
を有し、清野はこれら細胞の示す形態学的差異を細胞が存在する環境の差異に起因すると
考えた 131, 134)。清野は 1928 年に邦文で単行本「生体染色の研究」を出版し、その中で本
系統学説を詳細に述べており、その際ドイツ語の Speicherung に対して邦文では「摂取」
の用語を当て、その細胞を色素摂取細胞と呼んだ 136)。その後、清野は 1933 年に杉山との


















清野は Häckel や Metchnikoff の思考と同様に「個体発生は系統発生を繰り返す」と言
う視点に立脚して、系統発生学的に鳥類、爬虫類、両生類、魚類などの脊椎動物を生体染
色によって検討し、これらの動物の種々の組織に組織球性細胞の存在を実証した。組織球










b) Landau の脾装置ないし内皮性物質代謝装置 (Milzapparat oder endothelialer  
Stoffwechselapparat) 




内系の提唱の端緒となった。Aschoff は 1913 年にこの特殊細胞系を細網内皮性細胞装置
(reticuloendothelialer Zellapparat)とも呼んだ 3)。 
Anitschkow (1914) 140) はロシアからの留学生で、Aschoff の下でウサギの高コレステロ
ール食飼育実験を行い、動脈硬化症の研究に従事した。彼は動脈硬化症とコレステロール
の関係を最初に実証し研究者として動脈硬化症の研究史上その名を留めている。彼は清野
とほぼ同じ時期に Aschoff のもとで研究に従事し、清野の生体染色に関する研究と Landau






されたのが Aschoff の網内系学説である。 
 
2)  Aschoff の網内系学説とその思想 
1924年日本病理学会の招きで来日中であったAschoffは清野の母校京都大学で特別講演
を行い、上述した Landau らと清野一門の研究成果を纏めて、細網内皮系統(reticulo- 
endothelial system: 網内系、RES)を提唱し 3、 120～124)、その詳細な内容を同年のドイツ医
学雑誌、Ergibnis der inneren Medizin und Kiderheilkunde に報告した 3)。 この名称は










          
         表 3  網内系細胞の分類 (Aschoff  1924) 
           血管ないしリンパ管の内皮。 
              線維細胞あるいは一般結合織細胞。 
              細網細胞 (脾索、リンパ節やその他のリンパ組織の皮質、髄質)。 
  狭義         細網内皮 (リンパ節のリンパ洞、脾洞、肝類洞内皮(Kupffer 星細胞)、 
広義 RES            骨髄の静脈洞、副腎皮質や脳下垂体の毛細血管)。 
RES              組織球 (一般結合織)。 





















することが謳われ、単球の網内系起源が主張されている。 これが Aschoff の網内系の基本









からこれを色素摂取単球(farbstoffspeichernde Monocyten)として組み込んだ。Aschoff は 
 
       表 4  網内系細胞の相互関係 (Aschoff 1924) 
     細網内皮性代謝装置 あるいは  組織球性代謝装置 
 
     細網内皮 (組織芽球)       組織球性細胞 
     ［狭義の網内系(定在組織球)    遊走組織球］ 
       細網細胞   細網内皮    組織球  脾細胞 
                         色素摂取単球 



















上述した如く、Aschoff は 1913 年に用いた細網内皮性細胞装置 (retikuloendothelialer 
Zellapparat)を 1924 年に網内系 (retkuloendotheliales System)と呼び換えたが、網内系




Eppinger も網内系の用語で報告を行ったが 143)、この中で、Aschoff がすでに網内系の名
称を使用していると述べている。しかし、Lubarsch(1921) 141)や Eppinger (1922) 143)の報
告は、Aschoff の 1922 年の報告 142)を含めて、何れも短報で、1924 年に提唱されているよ
うな基本理念の詳細や広汎な網内系の機能については述べられてはいない。従って、







Aschoff は彼の共同研究者、清野や Landau らの論文でも網内系細胞の規定に当たり、生
体染色色素のみならずコレステロール代謝実験でもこれらの物質の貯蔵 (Speicherung) 


















































     
37
源が同一であることを確認した訳ではなく、この問題の検討はその後の研究者に委ねたの









の問題である。 次いで、② Aschoff は網内系提唱時、細網線維は細網細胞の原形質の合
胞体構造、すなわちシンチチウム内で形成されると考えたが、細網線維の形成過程と部位
の究明である。4) 網内系帰属細胞の貯蔵、蓄積能と貪食能との関連の問題で、これは網内


















れた。やがて網内系の概念は解体の過程を辿り、それに代わるものとして van Furth らに
よって 1970 年に単核性食細胞系 (mononuclear phagocyte system: MPS)が提唱されるに
至った。その過程で、多くの研究者によって提示された網内系に関する種々の見解のうち
代表的なものについて紹介し、網内系の概念の辿った変遷の過程を解説する。これらの見
